
第一号議案

2022年度   事
|

蕃 報 告 書

1事業の成果
(1)フアシリテータ…養成講座
・ 障害平等研修(DET)フアシリテーター養成
了者 19名。オンラインでの実施。

(6)障害分野の国際協力への寄与
。 上記国際 DE丁 フアシリテーター養成講座を

位塵」出型涯 鮭△_瞳豊堅 調I修:塑=ユニ

(書録コース):国内:5月 21日～10月 15日 :修

|

認定(C)1名。

|

実施。

。 障害平等研修(DET)フアシリテーター養成(認定準備コース):国内:4月 23日 :修了者12名。
対面実施(東京都大田区)。
。 国際DE丁フアシリテーター養成(ダスキン研修生向け委託事業):7月 28日～9月 29日 :2
名が修了(フィリピン、ミャンマー)。オンライン・i対面ハイプリッド方式。

|

(2)障害平等研修の実施            |
。 自治体や企業等向けの実施:合計 28回 (オジライン13回、対面 15回。フォーラム受託実施の
みの数。個々のフアシリテーターが受託・実施しているものは含まない)。
・ 実施対象:

オンライン:東京都「障害及び障害者理解研修」プログラム(全 5回 )、 日本財団ボランテイア
センター「ぼ活」(全6回 )、難民を助ける会[AAR Japan]その他
対面 :長野県庁、新潟県教職員組合、練馬区、 中野区、世田谷区、千葉市役所 (2回 )、
東京都管工事工業協同組合 (2回 )、 独立行政法人国際協力機構 (ЛCA)(2回 )、 その他
・ 企業 (アシックス)障害研修教材 (オ

¬
デマンド)作成支援

(3)フアシリテーター認定制度
・ 認定審査1名 ;認定(A)0名、認定(B)0名、

(4)障害平等研修教材等の開発
Dハ イプリッド方式のDE丁教材作成(英語版)。

(5)ウェプサイトの制作
。 国内版・国際版双方の適宜アップデート.



2事業の実施に関する事項
(1 (事業費の総費用【3,481】千円)
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NPO法人障害平等研修フオーラム
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事業報告書用

4年度活動計算書
[税込] (単位:円 )
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事栞報告書用

NPO法人障害平等研修フオーラム令和 4年度活動計算書

全皇菫五
[税込]  (単 位 :円 )

__且重 血 =生=■週L」圧■__二=田
L」菫 _■日31日

爾蒲下画爾

【経常外費用】

経常外収益 計

経常外費用 計

当期正味財産増減額 1,588,243



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 4年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人   障害平等研修フォーラム
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6 28

令和 4年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

重要な会計方針
計算書類の作成は、PO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正絆0法人会計基準協議会)
によつています。

消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込み方式によっています。

2.事 業別損益の状況

施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

特にありません。
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3,481,932 3,481,932 70,500 3,552,432
3.481,932 70.500 3.552.432

1.588.243

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当
役員報酬
退職給付費用
法定福利費

人件費計
(2)その他経費

業務委託
印刷製本費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
教材費
消耗品費
修繕費
賃借料
保険料
租税公課
支払手数料
雑費
情報保障費
事業税
その他経費計
経常費用計
当期経常増減額

特定非営利活動法人障害平等研修フォーラム
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使途等が制約された寄付金等の内訳

当法人の正味財産は1,588,243円 です。使途が特定されたものはありません。

固定資産の増減内訳

当法人の固定資産はありません。したがって増減もありません。

借入金の増減内訳

当法人は借入金はありません。したがって増減もありません。

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引はありません。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要
な事項

特にありません。

７
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書式第 17号 (法第28条関係)

令和 4年度 財産目録
事 業 報 告 用
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特定非営利活働法人 障害平年研修フオーラム



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2022年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は層所並
びにこれらの者についての前事業年度における●目の有無を■●した名簿)

特定非営利活動法人 障害平等研修フォーラム

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

回以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

0・ 監事
クノ ケンジ 2022年4月 1日

20231年、3月 31日

年  月  日

年  月  日久野 研二

つ
一 0・ 監事

オクヒラ マサコ 2022年 4月 1日

2023年3月 31日

年  月  日

年  月  日奥平 真砂子

3 0。 監事
クスメ マサヒロ 2022年4月 1日

2022年 11月 5日

年

年

月

月

日

日楠目 昌弘

4 0・ 監事
ナガセ オサム 2022年:4月 1日

2023年3月 31日

年 月

月

日

日年長瀬 修

ｒ
Ｏ ‐ ・監事

タニウチ タカユキ 2022`年14月 1日

2023年3月 31日

年  月  日

年  月  日谷内 孝行

′
０ ● ・監事

ナガマツ アヤミ 2022年4月 1日

2023奪場月31日

年  月 日

日年 月永松 彩美

ワ
‘ 理事

スギウラ ヨシカズ
(イ ケハラヨシハズ) 2022`甲:4月 1日

2023年3月 31日

年  月  日

年  月  日杉浦 毅和
(池原 毅和)

年  月  日

年  月  日



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿
2023年 3月 31日現在

特定非営利活動法人 障害平等研修フォーラム

氏   名

1 久野 研二

2 奥平 真砂子

3 高橋 宣隆

4 早川 秀昭

5 長瀬 修

6 上野 優一

7 石川 昭代

8
江成 奈奈代

9 小泉 暁美

10 渡部 哲雄

11 新井 寛

12


